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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高（千円） 1,225,823 1,239,427 1,606,986

経常利益（千円） 234,115 258,247 283,570

四半期（当期）純利益（千円） 144,572 166,894 172,199

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
142,706 163,162 167,890

純資産額（千円） 1,237,936 1,410,832 1,266,648

総資産額（千円） 1,649,671 1,829,854 1,598,697

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9,279.39 10,642.93 11,048.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 10,402.41 10,916.06

自己資本比率（％） 75.0 77.1 79.2

　

回次
第26期
第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日

自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 1,431.37 4,977.63

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　 ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第26期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの希薄化効果を有していないため記載しておりません。

　　　　４. 第26期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理をしております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

　　　 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による厳しい状況からの緩やかな持ち直し

の動きが続いていましたが、欧州の政府債務危機に端を発する海外経済の減速や、この影響による国内景気の下押

しが懸念される状況にあり、先行きについては依然として不透明な状態が続くものと考えられます。

　　　 情報サービス産業におきましても、ビジネス向け受注ソフトウェアやソフトウェアプロダクトの売上高は前年同四

半期に比べ減少しており、企業のIT投資は、震災の影響により事業継続の観点で災害対応強化を優先し、その投資内

容を精査し、選別する方向が続いているものと判断されます。

　　　 この経営環境下、当第３四半期連結累計期間は、当社製品の主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の強化

及び製品やサービスの応用可能な市場への提案力の強化等、販売力の強化に努めてまいりました。

　　　　他方、研究開発面では、顧客ニーズの充足及び付加価値の拡大を図るべく、既存ソフトウェア製品の機能強化や次期製

品の開発を推進してまいりました。

　　　 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、ソフトウェア売上で前年同四半期を下回ったものの、メンテナンス

売上は前年同四半期を上回ったことにより、売上高は1,239百万円（前年同四半期比1.1％増）となりました。利益

面では、売上総利益は985百万円（前年同四半期比1.6％増）、売上総利益率は79.5％となっております。

　　 　また、販売費及び一般管理費が732百万円であったことにより、営業利益は252百万円（前年同四半期比9.5％増）、経

常利益は258百万円（前年同四半期比10.3％増）となり、税金等調整後の当第３四半期連結累計期間における四半

期純利益は166百万円（前年同四半期比15.4％増）となりました。

　　　 なお、当第３四半期連結累計期間で当社のサーバー系ソフトウェア製品は新たに354本を出荷し、累計出荷実績は

5,945本に至っております。

　　　 当社グループの事業は、データ交換系ミドルウェア等の企業の業務プロセスを支える基盤型ソフトウェア製品等の

開発・販売・保守及びこれらソフトウェア製品の導入や運用を支援するサービス等の提供を行う単一セグメント

のソフトウェア関連事業であります。なお、売上区分別の状況は、次のとおりであります。

　

　　 ①　ソフトウェア売上

　　　 ソフトウェア売上におきましては、主要適用分野であるEDI関連業務での問題解決力の強化及び応用可能な市場へ

の提案力の強化等、売上の拡大に努めてまいりました。その結果、主力製品であるEDI系製品の売上が、流通BMS®

関連や災害対策用システム関連での導入案件の増加等により、前年同四半期比で24.8％の増加となった一方で、

前年同四半期には大型案件の受注があったデータ変換機能を提供するAny系製品の売上が前年同四半期比55.2％

の減少となったこと等により、ソフトウェア売上高は576百万円（前年同四半期比2.1％減）となりました。

　　（注）「流通BMS」は、財団法人流通システム開発センターの登録商標です。

　

　　 ②　メンテナンス売上

　　　 メンテナンス売上は、当社ソフトウェア製品の導入にあたり保守契約を締結し、毎年一定の保守料金をいただき、

製品に関するサポートサービスを提供しております。従いまして、このメンテナンス売上は累計導入企業数の増

加とともに、安定的な収益基盤となっております。

　　　 メンテナンス売上高は、前期のソフトウェア売上伸長の影響や継続した保守契約の推進活動等により、627百万円

（前年同四半期比9.1％増）となりました。

　

　　 ③　その他

　　 　その他の売上として、ソフトウェア製品販売に付帯する、製品の導入サービス、教育サービス等のサービスの提供

や、通信機器の販売等があります。これらは、製品の販売に付帯して顧客要望に基づき発生するもので、当該売上

高は35百万円（前年同四半期比42.9％減）となりました。

　　 　　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は225百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し　

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しに重要な変更はありません。

 

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析　

当社グループの当第３四半期連結会計期間末の財政状態（資本の財源及び資金の流動性について）の分析は、以

下のとおりであります。

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産の残高は、前連結会計年度末に比べ231百万円増加して1,829百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金の増加217百万円、売掛金の増加28百万円、固定資産の減少12百万円によるもので

す。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ86百万円増加して419百万円となりました。これは主に、未払法人税

等の増加70百万円、前受金の増加35百万円、賞与引当金及び役員賞与引当金の増加51百万円、その他流動負債の減少

70百万円によるものです。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ144百万円増加して1,410百万円となりました。これは主に、利益

剰余金の増加143百万円によるものです。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000

計 36,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,411 17,411

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

当社は単元株制度は採

用しておりません。

計 17,111 17,411 ─ ─

  （注）　「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 17,411 － 390,431 － 300,431

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,720 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,691     　    15,691 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数         17,411 － －

総株主の議決権 － 　15,691 －

 

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社データ・

アプリケーション

東京都中央区日本橋人形町

一丁目３番８号
1,720 － 1,720 9.87

計 － 1,720 － 1,720 9.87

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,064,806 1,282,040

売掛金 176,480 205,090

仕掛品 － 5,000

その他 62,499 54,883

流動資産合計 1,303,786 1,547,014

固定資産

有形固定資産 23,363 22,065

無形固定資産 24,715 17,783

投資その他の資産 246,832 242,991

固定資産合計 294,911 282,839

資産合計 1,598,697 1,829,854

負債の部

流動負債

買掛金 13,239 14,083

未払法人税等 3,398 73,754

前受金 176,035 211,234

賞与引当金 － 42,722

役員賞与引当金 － 8,351

その他 139,375 68,876

流動負債合計 332,048 419,022

負債合計 332,048 419,022

純資産の部

株主資本

資本金 388,199 390,431

資本剰余金 298,199 300,431

利益剰余金 713,492 856,943

自己株式 △125,536 △125,536

株主資本合計 1,274,354 1,422,269

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △7,705 △11,437

その他の包括利益累計額合計 △7,705 △11,437

純資産合計 1,266,648 1,410,832

負債純資産合計 1,598,697 1,829,854
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 1,225,823 1,239,427

売上原価 255,408 253,598

売上総利益 970,415 985,829

販売費及び一般管理費 739,354 732,881

営業利益 231,060 252,947

営業外収益

受取利息 196 144

受取配当金 901 690

補助金収入 1,800 1,800

その他 178 2,997

営業外収益合計 3,076 5,631

営業外費用 21 331

経常利益 234,115 258,247

特別利益

受取和解金 3,740 －

特別利益合計 3,740 －

特別損失

固定資産除却損 81 44

特別損失合計 81 44

税金等調整前四半期純利益 237,773 258,202

法人税等 93,200 91,307

少数株主損益調整前四半期純利益 144,572 166,894

四半期純利益 144,572 166,894
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 144,572 166,894

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,866 △3,731

その他の包括利益合計 △1,866 △3,731

四半期包括利益 142,706 163,162

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 142,706 163,162

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 13,588千円 14,533千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月22日

定時株主総会
 普通株式 23,370 1,500平成22年３月31日平成22年６月23日 利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

 
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月21日

定時株主総会
 普通株式 23,443 1,500平成23年３月31日平成23年６月22日 利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　当社グループは、ソフトウェア関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 9,279円39銭 10,642円93銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 144,572 166,894

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 144,572 166,894

普通株式の期中平均株式数（株） 15,580 15,681

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 10,402円41銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 363

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　　　　　　　　　　　　－　 　　　　　　　　　　　 －　

　（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の希薄化効果を有していないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成24年２月13日

株式会社データ・アプリケーション

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員　

 公認会計士 寺田　昭仁　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大谷　はるみ　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社データ・

アプリケーションの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年

10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社データ・アプリケーション及び連結子会社の平成23年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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